平成２９年度鶴岡市国民健康保険運営協議会
第４回　 会　 議 　録
Ⅰ．日  　時　　　平成３０年１月１５日（月）　 １３：００～１３：４０
Ⅱ．場  　所　　　鶴岡市役所　３階　委員会室
Ⅲ．出席状況
	
	
	出 　　席
	欠 　席

	委　員
	 被保険者代表
	小池　貢、菅原　勝、齋藤邦夫、三浦英喜
	榊原英樹

	
	 保険医代表
	福原晶子、佐久間正幸、迎田　健、
長井忠男
	伊藤末志

	
	 公益代表
	菅井　巌、田中　宏、黒井浩之、本間信一、佐藤博幸
	

	
	 被用者保険代表
	
	鈴木　修

	
	計
	 　 　　　　　　　　　　　　１３名
	      ３名

	市　側
	　山口副市長
　齋藤健康福祉部長
　関係課長等

本　所　伊藤国保年金課長、五十嵐課税課長、三浦納税課長、
五十嵐健康課長

　 　 藤島庁舎　伊原市民福祉課長
　　　羽黒庁舎　押井市民福祉課長
　　　櫛引庁舎　天然市民福祉課長

　　　朝日庁舎　佐藤市民福祉課長
　　　温海庁舎　佐藤市民福祉課長

国保年金課職員（岡部課長補佐、菅原主査、本間専門員、渡部主事）
　　　

　　　　　　　　　　　計１５名　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　


Ⅳ．議事概要

　　会議資料訂正
１．開　　会　　　　　進行：国保年金課長
２．会長あいさつ
　本日は、第４回、重要な決定をしていただきたいので、活発なご議論のうえご審議をお願いいたします。お１人ずつご意見を承れればありがたい。また、最終的に議会に向けて予算等関連してきますので、様々なご意見を頂戴したいと思います。
なお、協議は１時間ほどを予定しています。よろしくお願いします。

３．会議録署名委員の指名

　　　　　　　会長より菅原勝（被保険者代表）、福原晶子（保険医代表）の両委員を指名
４．報告
　（1）平成３０年度納付金額及び標準保険料率算定結果について
　（2）前回質問の保留事項及び追加報告についてについて
　　　一括説明
　　　国保年金課長・納税課帳より説明
　　▼質問・意見
なし
　（3）その他
　なし
５．協議
　（1）国民健康保険税の改定について
　　　国保年金課長より説明

　　▼質問・意見
　　菅井　巌委員（公益代表）
　　　　確定値に基づいて、前回から比べてさらに１人当たり一万円を超して引下げされたが、県の確定係数割合からしてももっと引き下げられると思う。中間年度で見直すといっても３億円を残すことの根拠がしっくりしない。国保新聞によると６月3.2%７月3.0％８月2.8％市町村国保医療費が減っている。一人あたりは増えているが、この試算のように給付費が伸びていくのか。一人あたりは増額しているが、全体としては減っているし、もっと国保加入者が減っていく。試算を見ても全国的にも被保険者が４～６%減っていくのはわかる。後期高齢者がふえていくのもわかるが、もっと努力できないか。適正な税額になっているか。給付費が年々伸びていくことは高額のこともあるだろうがもっと下げていく努力はできないのか。給付費の伸びや高額の伸び被保険者数の減少も、的確な数字なのかどうか。
国保年金課長
　　　　全国的には抑え気味だが、本市の状況は高額療養費が年間10％程度増額になっている。この見込みの部分は考慮せざるを得ない。
　　菅井　巌委員（公益代表）
高額療養費の支給を見てもＨ２７～２８と伸びている。中心は医療なのか高額薬価なのか医療そのものなのかどうか。
　　国保年金課長
　　　　過去にはＣ型肝炎の高額な薬剤の影響で基金を取り崩したことがあったが、ここ２～３年は落ち着いている。医療本体の部分の影響ががおおきいとらえている。

　　菅井　巌委員（公益代表）
　　　　調整基金３億円についてお聞きしたい。根拠は示されていないが全県的に見て他の自治体の水準はどうなっているのか。
　　国保年金課長
　　　　県内すべての市町村に確認をしているわけではないが、現状維持のところも多いと整理している。本市の場合で８、５億円を維持していることになる。基金の規模の適正水準が示されているわけではないので過去の基金の取り崩し状況から見ても、保険給付の１割程度ということがありましたので、納付金の１割の３億円を維持させていただきたい。
　　菅井　巌委員（公益代表）
　　　　慎重の上に慎重を重ねることは必要と考えるが基金でつみあげられてきたものは今までの被保険者のものであってこれから負担が重くなると考えられているときに使っていくべきと考える。納付金は県が定めて給付は県が責任を持つと。徴収率もあがっているので、国保税をしっかり納めていれば、いまのところ大きな負担が増えなければ１割を維持するとのことで、中間で見直しをするということではあるが、今からできるのではないかと考える。
会長
　　　　ご出席の委員お１人ずつからご意見を頂戴したい。
　　福原晶子委員（保険医代表）

　　　　　国保加入者は減っている。高齢者、若年者、生保者が増えていくと考えると国保税が減っていくということ、今回お１人１万円減るということで負担感は少なくなると思う。今、急激な引き下げをしてしまっては、国保会計が立ちいかなくなることも考えられるので、市の提案でやってみることがよい。
　　　佐久間正幸委員（保険医代表）
　　　　介護保険改定がある。診療報酬の改定もある。医療費が下がるとは考えられない。３億円が適当な規模かどうかはわからないところであるが、今後ますます高額な薬剤が出てくる。様子を見ることでよい。

迎田健委員（保険医代表）
　　　　先の委員と同じ、医療費が下がるとは考えられない。同業の方々は先進医療を目指すので、医療費が下がることは考えられない。これぐらいの基金を持つことは妥当と考える。
　　長井忠男委員（保険薬剤師代表）
　　　　先の話ではあるが、中間で変更できるのであれば、市の提案が確実でよい。
　　黒井浩之委員（公益代表）
　　　　事務局から引き下げについて見直しがあり、薬剤や先端医療や新薬を考え、合理的で妥当なものと考える。中間見直しがあるのであれば、今後の推移を見守ることでよい。
　　本間信一委員（公益代表）
　　　　医療費はそんなに下がるものではないし、日進月歩でそれなりの高額な医療がでてくるのではないか。貯金となる基金をなくして走り出すことは、県から貸し付けを受けることになるのではないか。財政の安定が必要と考えるので、この方法でやってみる。値上げとなった時には市民に対して大変厳しいことになるので、最悪、値上げをしないこととして、一万円を引き下げることは、相当な引き下げであるので妥当と考える。
　　田中宏委員（公益代表）
　　　　昨年末の試算時点で市民の方々のご意見ではある程度評価をいただいた。仮係数から確定値でさらに引下げなったことでひとまず妥当と考える。できるだけの努力は必要ではあるが、中間見直しで議論できるのであれば現在の案に賛成です。
　　小池貢委員（被保険者代表）
　　　　詳しい数字の中身はわらないが、JA代表として、JAは自己改革をして、生産者の所得を増やせといわれ活動している。納税者の側から見ると妥当な数字かどうか理解することが難しいと思うので、きちんと説明し、できるだけ減額、正当な数字になるよう丁寧な説明をお願いする。
　　菅原勝委員（被保険者代表）
　　　　この案は今の社会の安定した状況で試算されていると思う。万一、大災害が起きて、けがをした方は保険適用で治療をする。ある程度の基金が必要。国際的にみてもテロや日本海沿岸の漂着物等、不測の事態に備えた基金は必要と考えるので、この案でよい。
　　齋藤邦夫委員（被保険者代表）
がん治療で新薬だと月４万円の支払で、１５００万円程度の治療が受けられる状況があり、増えていくと聞いているので、引き下げして大丈夫かなと。２年前も申し上げたが報酬制度、医師報酬の見直しなど併せて改革が必要。これからは県がトップになり前よりも進んだと考える。これからも早く活動していただきたい。
　　三浦英喜委員（被保険者代表）
　　　　今回一万円ほどの引き下げは納税者はありがたいと感じる。鶴岡市は減額に努力していると考える。年々収納率も上がっているし、さらに収納率が上がって、安定的な運営ができればと考える。

　　菅井　巌委員（公益代表）
委員の方々のご意見はわかりました。納付金と財政安定化基金の関係について、今までは保険給付に基金をつかってきた。今度県が基金を持つ。保険料率に市の保険給付が反映するのはわかるが、県でも万が一特別な事情があるときは、別途対応ができることになっているようであるが、その説明をお願いしたい。
　　国保年金課長　　　

　　　　県の基金があるので、激甚災害で医療給付費が急激に伸びたときは、県から貸し付けをうけることはできるが貸し付けを受けた場合には３年で返還することになり、基金の廃止をするようにとは聞こえてこないので、納付金に不足が生じたときには、市町村それぞれ何らかの備えをする必要があると考えている。基準は示されていないが、来年度からようやく始まるものであるので、当面納付金支払いに必要な１割程度の維持を考えているものであり、今後県と市町村の役割分担が明確になれば、基金の基準も明確になってくるものと、その後にもう一度検討したいと考えている。
　　菅井　巌委員（公益代表）
　　　　先日の資料で貸し付けと交付があると思ったので、万が一特別な事情があったときには、不足する1/2以内が交付され、補てんは国、県、市町村が1/3ずつとなり、市町村がすべて負担しなくてもよい制度だと思い、国が県に基金を増設するので、保険給付にすべて自治体が責任を負わなくてもよくなり、基金の考え方が変わってくると考えたものです。
　　
　　会長　ご質問ご意見終了いたします。
▼採決

　　　　原案承認（全員挙手）

（2）その他
今後のスケジュールについて
　　国保年金課長　より説明
その他
なし
７．閉　　会

議　　　　　長　　
会議録署名委員　　
会議録署名委員　　
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